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研究の概要

ヘパリンを鋳型とした分子インプリント高分子のナノ粒子は、
ヘパリンに対しても、硫酸コンドロイチンに対してもほぼ同程
度の結合能を示す。しかし、この粒子はヘパリンの作用で3
倍程度まで膨潤を示すものの、硫酸コンドロイチンに対して
は変化を示さない。この結果は、MIPが刷り込まれた物質と
マッチした結合のみに呼応して膨潤挙動を示した。この膨潤
を検出することにより、分子インプリント高分子をより選択性
の高いセンシングに活用することができる。	



成果の概要 （箇条書きで、Highlightです）

研究の内容 （⾃由書式）
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•  目的物質の分子構造を網目構造を持つ高分子
で象ったナノ粒子を合成した。	

•  そのナノ粒子は、象った分子と、それによく似た
構造を持つ分子の両方に結合する。	

•  ただし象った物質溶け都合した場合にのみ、直
径が3倍程度にまで膨らむ性質がある。	

この膨潤挙動は、蛍光強度に反映できる。この性
質を利用して、目的物質に反応する蛍光プローブを
開発している。この蛍光プローブで、脳内の伝達物
質の分泌を可視化する方法を開発している。	


